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科 学 ・知 識 ・医学 5100

吉 田 集 而*

1.十 二支(5101)            5.色 ・方位連 関(5105)

2. 占星師(5102)            6. 潟血治療法(5106)

3.星 座暦(ス バル,オ リオ ンなど)(5103)7.煙 浴治療法(5107)

4.土 占い(風 水)(5104)

 この項目は,民 俗知識(Folk Knowledge)と もいうべきものであるが,そ の内容

および分布状況から二つのタイプに類別することができる。一つは,高 文明で形成さ

れた知識が伝播され,そ れぞれの地域で変容 されていたものであり,い まひとつは,

高文明からの伝播とは関係ない知識である。そして後者は,そ の知識があるグループ

によってよ く保存されているものと,特 定のグループを越えてより古い時代に一度は

ひろく分布 したものが,そ れぞれの地域の状況によってなお残存 しているものにわけ

られている。さらに各地で独立発生 したタイプも考えておかなければならない。

1.十 二 支(5101)

 12の 動 物 と他 の 現象(特 に暦)が 相 関 して と らえ られ て い る項 目で あ る。 動 物の 種

類 は基 本 的に は一 定 して い る。 しか し,時 に 変 異 も認 め られ る が それ も十 二 支 で あ る

こと に かわ り はな い。

 この 十 二 支 の 源 は 中 国(漢 民族)と 考 え て よい で あ ろ う[南 方 1971:569-571]。

中 国の 北 部 で は十 二禽 で年 を数 え る こと はあ った ら しい が,十 二 支 と して確 立 した の

は 中 国で あ る。 これ は東 へ は朝 鮮 ・日本 に 伝 え られ て,西 で は ネパ0ル 各 地 に まで も

た らされ て い る。 そ して,こ こで 問 題 とな る東 南 ア ジ ァで は,図 の よ うにCambodian

を南 限 と して い る。 中 国南 部 の少 数 民 族,そ してVietnameseな どは 当然 と して,

MonやCambodianま で伝 播 して い るの は興 味 深 い 。 それ で い て, Siameseな どあ
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た りに は伝 え られ て い な い。 ま た,ナ ガ ・ラ ン ドに も入 つて い な い よ うで あ る。 この

よ うに,中 国文 明 の 入 りや す い地 域 と入 りに くい地 域 が あ る よ うで あ る。 その 理 由 を

今 後 明 らか に して ゆ くの は興 味深 い問題 で あ る と思 われ る。 ただ し,Easterに も十

二 支 が あ る と され て い るが,こ れ は誤 りで あ る と思 わ れ る。

2.占 星 師(5102)

 占星術そのものの分布はもっとひろいと思われるが,そ れを専業 とする者がいる場

合はそれよりもっとせまくなるであろう。

 占星師は中国起源ともインド起源とも考えられる。それらを区別するためには,中

国,イ ンドの占星師の特質を考慮 した上で,そ れ らの例にあたらなければならない。

その点では,こ の分布図のみからで,そ の伝播の仕方を読み取るのは難 しい。

 とはいえ,こ の分布図を直接的に読み取ると,ベ トナムまでは中国の影響とみてよ

いであろう。 ビルマ北部にみられる少数民族のそれは,ビ ルマ経由で入った可能性が

高いと思われる。またカンボジアの場合 も中国というよりもインドの占星師の系列と

思われる。インドネシアにみられる占星師はインドのものと考えて間違いないであろ

う。今ひとつ,ト ラックからイースターにみ られる占星師はインドや中国起源とは別

のもので,ミ クロネシアでとくに発達 した星の認識の0部 を構成するものであると考

えられる。

3.星 座 暦(ス バル,オ リオ ンな ど)(5103)

 星 座 暦 は,中 国 や イ ン ドの 高文 明の 影 響 とい う よ り も,オ ー ス トロ ネ シア語 族 の人

々に 特 異 的 な 知 識 と考 え られ る。 この 分 布 で の 例外 は,Sema Naga, Kachin, Karen,

Lisu, Cambodianな どであ るが,こ れ らは さ きの星 座 暦 と別 系 統 と考 え た方 が よ い で

あ ろ う。 あ るい は,オ ー ス トロネ シア語 族 の 言 語 を話 す人 々の 故 地 との 関 連 で,そ れ

らの 地 域 に 残 った の か も しれ な い(図1)。

 星 座 暦 は,そ の 点 で は オ ー ス トロネ シア語 族 に属 す る人 々の 移動 に そ った伝 播 とみ

て よ い 。 た だ し,実 際 の星 座 暦 に は さ ま ざ まな 変 異 が あ り,そ の 変異 その もの も興 味

深 い 。 な お,そ れ らの 中で も っと も進 ん だ 形 の星 座 暦 は ミク ロ ネ シア に み られ る もの

で あ る 。
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図1星 座 暦
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4.土 占い(風 水)(5104)

 土 占い の起 源 は 中国 と考 えて よい で あ ろ う。 そ して,分 布 の 中心 は 中 国南 部 か らタ

イ ・ビル マ に お よぶ 地 域 で あ る(図2)。 た だ し,例 外 が い くつか あ る。 ジャ ワや ス ラ

ウ ェ シ南 部 の例 は,13世 紀 頃に 中国 と これ らの地 域 との 交 易 が 活 発 に な って きた こ と

と相 関 して い る と考 え られ る。 す な わ ち中 国 か らの 新 しい伝 播 とみ るわ けで あ る 。 し

か し,マ ダ ガス カル の例 や ポ リネ シァ のMangarevaの 例 は これ で は説 明で きな い 。

独 立 の もの とみ な け れ ば な らない で あ ろ う。

5.色 ・方 位 連 関(5105)

 色 な どの 要 素 が方 位 と関 連 させ られ た知 識 が あ る。 実 の と ころ,色 だ けに とど ま ら

ず 植 物 や動 物,神 な ど,さ まざ まの要 素 と 関連 づ け られ て,一 種 の世 界 観 を 構成 して

い る場 合 が よ く しられ て い る。

 この起 源 は,イ ン ド ・中国 の 両 方 に み られ る。 イ ン ドの マ ンダ ラ,中 国 の五 行 説 が

それ ぞ れの 代 表 で あ る が,東 南 ア ジァ の場 合,占 星 師 の よ うに 両起 源 を 同 時 に考 え な

けれ ば な らな いで あ ろ う。

 十 二支 で は カ ン ボ ジア は 中国 か らの 伝播 とみ た。 占星 師 で は イ ン ド要 素 とみ た 。 こ

の よ うに カ ンボ ジア が いつ も両 起 源 の 接 点 と な る。 そ して,こ の 色 ・方 位 連 関 で は,

占星 師 と 同様,イ ン ド的要 素 と考 え られ る 。 この カ ンボ ジ アの 場 合 は や や難 しい が,

ビル マ か ら イ ン ドネ シア,さ らに ス ンダ列 島 を経 て,ニ ュ ー ギニ ァ南 岸 を経 て太 平 洋

に い た る伝 播 ル ー トは,人 の 移 動 とい うよ りも,一 種 の 交 流 が想 定 され,そ の 交 流 に

の つて物 や知 識 が 伝 わ って い った,ひ とつ の 重 要 なル ー トと考 え られ る。 この ル ー ト

は,他 の 分 布 図 に お いて も想 定 され るル ー トで あ り,ニ ュ ーギ ニ ァ北 岸 ル ー トとは ま

た ちが った 形 の 伝播 ル ー トと考 え られ る。 た だ し,こ こで もマ ダ ガ ス カル が 問題 で あ

る。 ここで は,こ れ もイ ン ド起 源 とみ て お こ う。

6.潟 血 治療 法(5106)

 血管を切ったり,ヒ ルなどに吸わせたりして病気を治療する方法がある。これは高

文明での発明というよりは,よ り古い時代にひろ くもちいられていた治療法であると
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図2 土 占 い(風 水)
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図3色 ・方 位 連 関
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考 え られ る。 そ して,分 布 に おい て も,Andamaneseや パ フ。ア 系の 人 々,そ して アル

ナ チ ャル ・ブ ラデ イ ッ シュのDaHa,ビ ル マ 北 部 のPalaung,ボ ル ネ オのIban,セ ラ

ム 島のWemaleな どに み られ ,地 理 的分 布 だ けで な く言 語 的に も規 則性 の み られ な

い 分布 とな って い る。 そ して,そ う した規 則 性 よ りは む しろ これ らの例 に共 通 す るの

は,古 い 文 化要 素 を比 較 的 よ く残 して い る人 々の 間 に認 め られ る とい う ことで あ る。

そ れ ゆ え,こ の潟 血 治療 法 の 分布 は,古 い時 代 に 一 度 は ひ ろ く分布 したの ちに,多 く

の 地 域 で は さま ざ まの 理 由 で 捨 て られて しま った が,い わ ゆ る僻地 に残 った よ うな 分

布 を して い る。 そ うい う点 で は残 存 の 典 型 的 な 分布 といえ よ う。
 '

7.煙 浴 治 療法(5107)

 煙 浴 治 療 法 も潟 血 治療 法 と 同様 に か な り古 い治 療 法 で あ り,ア ニ ミズ ム と相 関 して

い る もの で あ る。 す なわ ち,煙 に よ り悪 霊 を 追 い 出 して 病 気 を 治 す方 法 で あ る。 それ

ゆ え,ア ニ ミズ ムの存 在 して い る と ころ に,残 存 して い て もお か し くはな い。 実 際の

分布 を み る と,オ ー ス トラ リアの 一 部,ニ ュー ギ ニ ア,メ ラネ シア,ミ ク ロ ネ シア,ス

ラ ウェ シ南 部,Sasak, Orang-Abung, Toba Batak, Bukidnon,そ してSema Naga

に み られ る。潟 血 治療 法 と よ くに た 分布 であ る。

 さて,こ のように民俗知識をみて くると,「十二支」や 「占星師」,「土占い」,「色 ・

方位連関」などは高文明からの伝播と考えられる文化要素であり,「星座暦」はオース

トロネシア語族の言語を話す人々に固有のもの,そ して 「潟血治療法」,「煙浴治療法」

は,よ り古い時代にひろく分布したものの残存と考えられる分布を示 している。
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